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議

ザ克
己-一回

枇
A
問

と

境

遇

及

天

然

竣

一
個
人
に

vω
滋
あ
る
が
如
く
柾
舎
な
る
唱
の
に
唱
亦
必
意
ゐ
J

り
と
は
人
の
多
く
論
、
ヂ
る
所

;可

:J.ム
M口

-L. 
ノ、

な
る
が
、
英
一
枇
舎
必
訟
と
以
来
し
て
如
何
な
る
も
の
な
る
や
、
共
内
容
変
質
問
木
し
て
如
何
、
叉
各
閣

人
の
必
芯
外
に
祉
舎
必
一
意
な
る
唱
の
存
在
す
る
や
否
や
、
是
一
壮
一
す
は
大
に
時
折
究
ナ
ペ
を
問
題
な
よ
ツ

と
す
。

然
れ
ど
張
本
論
¥
に
於
て
は
、
一
般
合
必
意
は
事
貨
に
於
て
バ
存
在
す
る
が
も
の
と
仮
定
し
、
枇
合

1 

必
誌
と
共
外
部
の
場
滋
I
C

の
関
係
に
就
を
論
締
す
る
所
あ
ち
ん
と
す
。

枇
舎
の
性
質
は
多
〈
一
枇
合
必
意
な
る
唱
の
に
依
て
定
め
ら
る
、
然
れ
ど
省
一
般
曾
必
意
な
る
唱

の
は
外
部
の
境
遇
の
影
響
を
亭
く
る
事
亦
大
な

bo
而
し
て
舵
舎
必
意
な
る
替
の
t
h

外
部
に

接
表
す
る
に
蛍
っ
て
や
、
必
ヂ
有
形
な
る
事
物
の
作
i

用
を
鵜
ら
含
る
べ
か
ら
で
奇
人
の
思
総
戚

社

曾

と

域

泌

及

天

然

ニ一一一ー唱



設
置
せ
ら
れ
大
ゐ
制
度
建
築
運
輸
交
通
機
関
等
は
枇
食
必
意
後
表
の
物
的
依
件
な
ん
〆
。

回
総
等
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社
命
留
と
境
渇
及
天
然

ニ一一一凡

2 

情
は
言
語
筆
紙
感
動
を
籍
る
に
非
ら
念
れ
ば
是
れ
を
人
に
知
ら
し
む
る
事
能
は
』
歩
。

言
語
竿

紙
等
は
五
日
人
の
思
想
に
必
要
な
る
物
的
依
件
な
る
が
如
く
、
一
位
舎
仁
於
て
も
、
一
枇
食
必
意
な
る
も

の
は
、
形
搬
の
作
用
を
籍
ら
歩
し
て
議
.
表
し
得
る
が
も
の
じ
非
歩
。

的
切
ら
祉
交
的
の
目
的
を
以
〈

! 

の
有
形
事
物
は
枇
舎
必
意
な
る
も
の

1
b

戚
歩
る
所
、
欲
す
る
所
、
考
ふ
る
所
の
滋
表
文
る
仁
外
な

斯
く
論

b
来
れ
ば
、
一
枇
舎
、

vω
・
認
と
薬
物
的
総
件
と
は
二
者
濁
立
し
て
存
在
す
る
が
如
く

然
れ
・
.
一
ど
も
個
、
人
仁
於
J
K

某
心
意
と
形
般
と
の
治
効
を
民
別
す

ら
歩
。

考
ふ
る
者
無
さ
い
恥
し
港
非
歩
。

る
事
能
は
ぎ
る
が
如
く
、
枇
舎
じ
於
て
も
此
二
要
素
は
雨
者
相
候
つ
〈
十
初
め
て
存
森
す
る
も
の

に
し
て
、
枇
舎
必
意
と
其
物
的
傍
件
と
は
各
々
猟
立
の
存
在
を
有
す
と
考
ふ
る
拡
大
な
る
誤
謬

" 

北
る
を
菟
れ
ヤ

J
O

人
類
枇
舎
と
動
物
の
群
屈
せ
る
状
態
と
を
比
較
す
る
に
、
前
者
じ
於
〈
は
必
意
活
動
の
総
閥
、

一
万
よ

b
或
種
の
動
物
の
如
き
は
組
織
あ
る
集
合
闘
搬
を
な

物
的
活
動
の
飽
闘
よ
L

リ
大
な
』
り
。

し
て
駿
息
す
れ
ど
が
も
、
其
集
合
髄
の
意
思
‘
な
る
も
の
、
是
れ
を
人
耕
一
枇
舎
の
意
思
に
比
較
す
れ
ば
、

劣
等
化
る
を
菟
・
れ

-V。

人
類
の
大
事
業
な
る
も
の
は
皆
協
同
的
批
合
的
の
お
動
に
外
な
ら
歩
。

若
し
人
類
仁
し

て
各
自
弧
立
し
て
綾
息
し
た
ら
ん
に
は
、
禽
献
を
隔
る
践
が
ら
か
一
る
の
み
な
ら

l'~Y: 
__..1 -:.:..-t、:

ア~~~ '. :il:二 γ

歩
、
成
は
あ
る
稜
の
高
等
動
物
よ
1

り
は
其
脱
力
に
於
て
、
文
戚
強
力
に
於
て
劣
る
所
な
な
に
し
活

非
すす

物
質
究
明
の
滋
歩
と
一
五
び
、
皐
理
の
後
見
と
一
五
び
、
皆
是
れ
人
類
の
思
想
交
換
の
結
果
仁

外
な
ら
み
少
。

閥
家
の
繁
録
、
軍
備
の
充
費
、
震
の
増
加
、
生
活
程
度
の
向
上
と
を
、
人
識
は
之
れ
を
以

て
物
質
的
諮
歩
譲
建
の
結
果
と
な
せ
ど
も
、
此
等
の
物
的
鎚
化
の
原
因
拡
祉
交
的
必
意
の
鎚
化

嗣掴聞

に
在
L

リ
と
一
辺
は
W
C

る
べ
か
ら
み
少
。

検
合
一
ほ
す
れ
ば

一
個
人
の
思
認
が
他
人
の
怠
恕
に
反
隠
し
て

生
b
な
る
結
果
仁
外
な
ら
歩
。

カ
ン
ト
は
一
生
キ
ニ
グ
ス
ボ
ル
グ
を
出
寸
大
る
事
な
く
し
て
、

世
界
の
思
想
を
一
…
獲
し
、
間
接
に
其
結
果
は
政
治
界
産
業
界
に
偉
大
な
る
影
響
を
反
ぼ
し
、
な
る

が
如
く
、
叉
十
レ
七
八
世
犯
の
際
欧
洲
仁
勃
興
し
北
る
自
由
思
想
以
今
日
世
界
各
閣
産
業
隆
盛
の

基
礎
と
な
ム
ツ
党
る
が
如
を
-
皆
是
れ
枇
舎
必
意
活
動
の
結
呆
に
外
な
ら
歩
。

統
に
述
ぺ
北
る
が
如
く
、
祇
舎
tc
骨
持
活
動
に
件
ふ
物
的
燦
件
と
を
区
別
せ
も
C

る
よ
J

り
、
枇
舎
の

性
質
を
・
諜
併
す
る
事
多
し
。

一
要
件
、
党
れ
ど
母
、
接
近
業
物
は
一
般
舎
に
非
歩
、
接
近
は
践
に
枇
舎
を
組
織
す
る

更
に
詳
細
仁
此
の
理
を
論
性
ん
に
、
人
と
人
と
接
近
す
る
は
枇
合

を
組
織
す
る
の

$ 

の
機
舎
を
輿
ふ
る
に
過
ぎ
安
。

赴

曾

E
境
遇
及
率
ハ
然

一
生
軒
を
並
べ
て
問
所
に
住
混
ず
る
も
潜
し
相
往
来
せ
念
る

二一一一九
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枇
命
官
色
混
濁
及
天
然

エ
問
。

4量

に
於
て
は
、
共
同
仁
祉
交
的
関
係
無
し
と
一
五
は
か
」
る
ぺ
わ
ら
歩
。

此
問
題
と
聯
関
し
て
踊
る
一

、、

疑
問
は
、
家
族
な
る
も
の
は
一

の
…
枇
舎
と
見
倣
す
べ
き
や
否
や
と
の
問
題
な

-b。

是
れ
に
務
し

・r

五
解
を
興
ヘ
ん
と
欲
せ
ば
、
家
絞
な
る
も
の
を
ニ
種
の
見
地
よ
-AJ
観
察
せ
な
る
べ
か
ら
歩
、
家
族

は
一
方
よ
1

り
見
れ
ば
一
種
の
生
物
的
関
係
に
し
て
、
叉
他
方
よ
I
9
見
れ
ば
一

穏
の
枇
交
的
関
係

?ζ 

夫
婦
尖
子
子
、
孫
の
関
係
は
人
類
を
永
績
せ
し
む
る
に
必
要
な
る
生
物
的
関
係
な
れ
ど

‘
号
、
叉
目
芯
れ
と
共
に
親
愛
な
る
も
の
存
在
し
其
の
枇
交
的
関
係
を
形
成
ず
。

故
に
生
物
的
関
係

は
家
淡
の
赴
交
的
関
係
長
生
歩
る
基
礎
た
』
り
且
つ
依
件
た
れ
ど
が
も
、
生
物
的
関
係
を
有
す
れ
ば

E
C

て
必
・
ザ
ア
し
唱
枇
交
的
関
係
を
有
廿
1

り
と
す
べ
が
ち
ホ
ノ
。

一
万
よ

b
前
者
は
物
質
的
関
係
に
し

て
、
後
者
は
必
窓
の
関
係
な
る
は
勿
論
な

60
今
般
よ
り
仁
三
人
の
兄
弟
あ
F

り
と
す
る
に
、
甲
は
北

海
道
に
移
住
し
、
乙
は
蚤
協
同
に
殺
を
、
丙
は
郷
里
に
留
ま
1

リ
、
其
問

d

音
信
不
通
と
な
ら
文
る
場
合
に

レ

''l-

r
tむ
広

-
恥
可
併

は
枇
交
的
関
係
は
断
滅
じ
…
、
党
る
者
と
一
五
は
念
る
べ

わ
ら
ホ
J
O

然
れ
ど
宅
三
者
の
生
物
的
関
係

と三;~L

は
距
舶
の
如
何
仁
係
ら
歩
消
滅
し
得
べ
'
を
者
に
非
ホ
'
'
。

故
に
生
物
的
血
族
関
係
と
祉
交
的
閥

係
と
は
其
絡
閥
会
く
相
異
な
よ
ツ
。

叉
倒
家
に
於
て
昔
、
共
一
枇
交
的
作
用
と
物
的
依
件
と
を
区
別

輔元'~Ú~，，， A.': 二

せ
ぎ
る
べ

わ
ら
下
。

領
土
官
省
軍
艦
砲
牽
等
は
岡
家
の
本
憾
に
非
宗
し
て
、
英
一
一
枇
交
的
活
動
を

な
す
物
的
保
件
印
も
手
段
、
な
る
に
過
ぎ
歩
。

岡
家
の
本
質
的
存
在
は
是
等
の
有
形
物
仁
非
常
ノ

v号

し
て
必
怠
の
枇
交
的
活
動
に
在
y

り
と
す
。

換
言
す
れ
ば

一
一
間
家
を
組
織
す
る
成
員
相
一
民
間
に

於
け
る
成
る
積
の
必
的
関
係
を
指
し
て
閥
家
1'
二
五
ふ
な

b
。

己
上
家
族
及
ぴ
隣
家
じ
就
て
述
べ
・
父
る
物
的
依
件
及

d
v
ω

的
活
動
の
二
要
素
は
、
共
他
の
枇

交
的
闘
機
に
於
て
が
℃
必
ホ
ノ
具
有
せ
か
}
る
ぺ
わ
ら
念
る
ρ
も
の
な
1
9
0

例
へ
ば
感
統
合
枇
寺
院
等

の
如
を
も
の
に
於
て
も
有
形
無
形
の
ニ
方
面
を
有
せ
含
る
唱
の

一
と
し
て
之
れ
あ
ら
歩
。

L
b
 

d
u
v
 

二
要
素
中
鉱
山
形
な
る
必
意
的
祉
交
的
活
動
は
事
統
合
枇
寺
院
等
の
本
飯
に
し
て
、
其
使
用
に
供

せ
ら
る

h

土
地
建
築
器
具
等
は
必
的
活
動
の
手
段
、
北
る
に
過
ぎ
歩
。

斯
の
如
く
一
般
舎
な
る
も
の
は
物
…
質
世
界
を
隣
れ
て
存
在
す
る
事
能
は
才
る
唱
の
な
る
が
故

に
、
天
然
正
常
に
密
接
な
る
関
係
を
有
し
、
共
偉
大
な
る
戚
化
を
亨
く
る
唱
の
な

b
。

然
科
ど
唱

天
然
の
枇
舎
に
及
ぼ
す
影
響
北
る
や
直
接
に
来
る
も
の
に
非
歩
し
て
、
必
歩
先
つ
個
人
を
成
化

し
、
従
っ
て
枇
舎
に
影
響
を
及
ぼ
す
毛
の
な
'
夕
、
各
個
人
の
性
質
思
想
戚
情
職
業
健
康
等
は
天
然

界
の
物
質
的
境
遇
下
制
せ
ら
る
、
事
大
な
J

り。

故
に
個
人
の
集
合
慣
な
る
枇
曾
は
肉
按
じ
外

5 

界
じ
制
せ
ら
れ
‘
含
る
を
符
ポ
ノ
。

戒
種
の
天
然
カ
の
如
き
は
、
業
影
響
を
及
ぽ
ず
範
国
蔵
大
じ
し

乱

胤

曾

と

鏡

満

及

天

然

一
一
関
同

島電

ム・

6
4
F

‘

f
 



世

曾

ξ

路
樹
鑓
及
天
然

二
間
一
一

t 

--c 

一
一
民
験
識
は
一
大
陸
に
普
及
る
事
あ

h
v

例
へ
ば
日
本
人
の
誠
特
殊
の
気
質
の
'
却
を
は
、
我

、、 t. 

6 

闘
の
風
土
下
依
F

り
て
形
一
成
せ
ら
れ
大
る
沙
も
の
な
る
が
如
し
、
所
滞
日
本
人
の
烏
般
的
結
尉
凡
な
る

も
の
は
此
種
の
一
例
に
外
な
ら
み
yo

然
れ
い
ι
司
天
然
の
人
類
に
・
及
ぼ
す
彰
響
は
多
く
は
千
古

不
易
な
れ
ど
母
、
人
類
の
天
然
を
応
用
ず
る
の
能
力
£
歪
つ
て
は
時
と
践
と
い
ふ
依

b
て
大
仁
異

外
界
の
卵
胞
一
裁
に
溺
会
ず
る
の
能
カ
は
人
類
の
下
紘
一
ぜ
い
賜
物
に
勝
る
所
以
仁
し
て
、
熱
帯
、•• 
1
 

な

ら

，
寒
帯
と
を
間
以
ポ
ノ
一
六
然
を
征
服
し
、
是
れ
を
利
用
し
、
以
て
自
己
の
生
命
を
総
持
し
、
幸
一
脳
を
滋
及

ず
る
の
能
刀
は
人
類
特
有
の
長
所
な
1

リ
と
一
五
は
か
」
る
ぺ

わ
ら
ず
。

枇
舎
と
天
然
の
関
係
を
論
歩
る
に
嘗
よ
ツ
ニ
仰
の
一
術
蹴
な
ゐ
説
ゐ

b
。

仁
し
て
、
人
郊
の
必
的
作
用
を
誇
大
腕
し
、
物
質
的
姿
件
を
鉱
山
減
す
。

は
極
端
な
る
唯
必
論

之
仁
反
し
極
端
な
る
喰
物

論
は
物
的
保
件
を
蛍
ん

b
一
必
的
作
用
を
無
脱
す
。

唯
物
論
に
依
れ
ば
人
知
は
一
種
の
必
鍵
的

安
在
、
必
滋
的
勢
力
仁
し
て
自
己
の
概
念
と
目
的
に
従
つ

て
活
動
の
方
針
を
定
め
、
外
界
の
影
響

ム三豊;t U:(<' . ぇ鴻

を
家
ら
ヂ
し
て
、
却
っ
て
寓
物
を
自
己
の
目
的
に
従
っ
て
征
服
す
る
・
も
の
な
よ
ツ
と
な
せ

b
。

謝
し
て
必
盤
を
蓑
ん
歩
る
の
紡
如
水
、
現
世
を
以
て
来
世
の
準
備
と
な
し
単
に
飛
散
の
準
備
と

し
て
の
み
僚
値
あ
る
も
の
と
な
せ
f

り。

且
つ
物
質
を
以
て
罪
認
の
線
源
ー
に
な
し
、

天
然
界
の

2 

1 

、rI¥

支
間
を
離
れ
誕
勢
力
巴
外
に
立
つ
を
以
〈
品
牲
を
高
め
、
必
援
を
修
養
す
る
唯
一

の
方
訟
な
よ
ツ

，:1 官、

と
思
へ
1

り。

此
積
の
思
恕
拡
古
来
宗
数
及
び
お
率
に
偉
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
せ

l

り
と
跳
も
、
今

日
じ
於
て
は
殆
ん

F
長
勢
力

K
A
A
ぴ
た
る
が
故
仁
、
近
世
間
ω
湖
に
接
鱗
す
ゐ
も
の
は
人
類
枇
曾

の
物
質
的
反
必
盤
的
の
二
一
県
案
を
認
め
か
」
る
も
の
稀
な
よ
ツ
。

前
世
期
巴
家
自
然
料
率
の
護
法
と
物
質
女
明
の
逃
歩
と
の
結
果
と
し
て
、
或
る
一
植
の
社
合

仁
唯
物
論
を
主
張
す
る
お
相
あ
る
仁
歪
れ
1

り。

し
、
却
っ
て
人
類
を
以
て
荷
物

ω
奴
隷
と
な
せ
p
h
ノ。

彼
等
は
人

A

獄
中

H

}

以
て
荷
物
の
滋
長
仁
非
ホ
ノ
と
な

彼
等
の
読
じ
依
れ
ば
、
人
類
を
以
て
前
向
物
の

長
な
よ
り
と
考
ふ
る
は
人
間
の
の
他
後
必
仁
外
な
ら
す
と
。

此
阪
の
人
は

vω
雌
感
を
以
〈
生
理
感

!之

の
一
部
分
仁
過
ぎ
や
ノ
之
な
し
、
文
意
識
作
用
は
紳
終
系
統
の
作
用
に
外
な
ら
な
る
者
と
し

υ

且

つ
人
間
と
は
郎
も
共
人
の
食
へ
る
物
質
に
外
な
ら
-JVJ

、
肝
臓
の
膿
汁
を
分
泌
す
る
が
如
〈
、
勝
一
拡

入
の
恩
納
仰
を
分
泌
す
る
も
の
な
ら
1
ζ

。

此
積
の
唯
物
論
に
依
れ
ば
、
個
人
民
族
園
家
人
種
等
の

特
質
は
土
地
岡
山
土
等
の
物
的
修
件
に
依
つ
〈
必
然
的
仁
形
成
せ
ら
れ
北
る
ρ
も
の
な
L
ッ
ー
し
な
す
。

7 

悲
し
此
設
は
外
界
の
勢
力
仁
到
す
る
人
類
の
反
動
、
及
び
是
れ
を
利
用
す
る
の
能
カ
を
無
税

せ
る
も
の
な
1
9
0

印
も
戒
程
度
迄
札
、
人
類
の
天
然
に
依
頼
す
る
…
事
費
を
誇
大
し
て
、
人
類
以
会

祇

合

同

E

し
境
磁
及
天
然

二同一一一



社

曾

E

心
境
泌
及
天
然

然
天
然
に
支
配
せ
ら
る

h

も
の
と
な
せ
t
り。

一
一
四
四

8 

然
れ
と
宅
次
の
如
を
事
費
は
彼
等
の
立
脚
鮪
よ

よ
り
説
明
す
る
事
甚
だ
困
難
な
ら
ん
。

邸
も
獅
逸
品
w
闘
の
勃
興
せ
る
が
如
を
は
、
天
然
の
宮
源
に

負
ふ
所
少
な
く
、
却
っ
て
入
力
を
以
て
清
地
を
化
し
て
竪
銭
な
る
田
島
と
な
し
、
危
険
な
る
海
凶
作

を
化
し
て
安
会
な
る
路
砲
を
作
ょ
ッ
、
滋
聡
交
通
の
途
を
拓
念
、
天
然
を
征
服
し
て
産
業
を
振
興
せ

し
は
旬
、
党
る
次
第
な
s

り。

叉
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
中
世
実
事
を
読
む
唱
の
は
共
蛍
時
仁
於
け
る
交

惑
の
設
建
に
一
驚
を
喫
せ
も
C

る
4

ど
初
旬
切
で
ω
ぺ
し
。

而
し
て
彼
等
の
究
明
は
・
怒
帯
の
織
烈
な
る

ん
一
刻
候
と
蛮
闘
し
て
得
、
北
る
結
果
に
外
な
ら
歩
。

腕
近
物
質
文
明
の
感
な
る
に
依
る
や
、
人
類
は

天
然
を
利
用
す
る
能
力
あ
ふ
事
を
山
口
同
調
す
る
唱
の
少
な
く
、
人
類
を
以
て
天
然
の
奴
隷
と
な
す

者
多
し
。

而
宅
此
設
の
誤
謬
北
'
る
や
官
沼
港
多
踏
を
要
せ
診
る
"
も
真
に
一
例
を
怒
げ
て
之
れ
を

殺
せ
ん
に
、
彼
の
会
盛
時
代
仁
於
け
る
グ
リ

i
ギ
人
昔
、
今
日
の
該
図
民
号
、
共
に
同
一
自
然
の
影

ー
を

4
J
に
J
4

響
を
蒸
れ
ど
述
、
何
故
今
日
の
グ
リ
}
キ
人
は
古
代
に
劣
ら
念
る
の
究
明
を
再
現
す
る
事
能
は

会
る
や
。

回
応
れ
唯
物
論
者
の
見
地
よ
よ
り
説
明
す
る
事
能
は
診
る
所
な
F90

、
天
然
の
人
類
に
反
ぼ
ず
影
響
は
人
の
職
業
及
び
生
活
救
般
に
依
F

り
て
異
な
L
Y
O

者
よ
よ
ツ
弘
天
然
仁
依
頼
す
る
事
多
し
、
人
類
の
原
始
的
生
活
統
態
に
於
て
は
殆
ん
ど
丸
信
郁
夫
然

附
辰
夫
は
感

三聾4

高
話}

に
依
一
t
ツ
て
左
右
せ
ら
れ
北
290

印
も
人

vω
示
だ
開
後
せ
合
J

り
し
時
期
仁
於
〈
は
殆
ん
ど
会
部

也、

' 

物
貿
的
境
遇
に
制
せ
ら
れ
大

50
換
ム
一
目
す
れ
ば
原
始
的
一
枇
舎
に
於
て
は
人
間
電
天
然
の

官~}

分
、
食
る
に
過
ぎ

y
tり
し
な
よ
ツ
。

而
し
て
天
然
な
る
も
の
は
必
ヂ
し
唱

一
定
不
畿
の
も
の
に
非

ホ
ノ
し
て
時
代
の
鑓
遜
と
共
に
其
形
般
に
畿
一
見
を
生

b
、
英
結
果
天
然
の
入
獄
に
及
ぼ
す
影
響

6

・
亦
多
少
の
縫
ル
加
を
党
れ
な
る
が
も
の
な
よ
ツ
。

然
れ
ど
も
天
然
の
紙
製
化
、
党
る
や
多
〈
以
人
カ
仁
依

'
り
て
い
成
れ
る
沙
も
の
な
ム
ノ
。

而
し
て
天
然
の
強
化
と
共
に
人
類
社
舎
に
接
選
を
生
、
ヂ
る
に
受
J

り

し
は
論
な
し
。

然
れ
ど

4
天
然
の
幾
化
と
祉
舎
の
鎚
締
結
と
を
比
較
す
る
仁
、
前
容
の
遅
々
な
る

仁
氏
し
、
後
者
ル
の
盤
化
の
速
か
な
る
仁
殺
が
含
る
を
得
、
下

J
O

郎
も
初
期
に
於
て
は
天
然
に
制
せ

ら
れ
大
る
入
額
は
、
創
ロ
カ
の
務
建
に
依
ム
ツ
て
、
徐
々
に
天
然
を
利
用
す
る
に
歪
れ
る
な
，
・
9
0

北

日

時

仁
於
〈
人
の
是
れ
に
都
内
し
恐
怖
の
念
を
懐
け

9

る
山
河
容
林
海
洋
等
は
、
人
智
の
進
歩
と
共
に
生

活
に
必
要
な
る
材
料
を
給
す
る
に
至
れ
t

り。

斯
く
人
類
の
畿
日
成
し
て
天
然
よ
L
Y

凋
立
す
る
に

主
る
は
、
恰
も
小
児
の
成
長
し
て
尖
停
の
膝
下
を
離
れ
紛
立
白
鶴
ず
る
に
至
る
が
如
し
。

衣

食

伎
の
如
き
自
然
的
必
要
物
跡
人
類
進
歩
の
障
害
仁
非
ヂ
し
て
、
却
っ
て
緩
明
を
促
す
の
動
機
大

、山.~ ~. >，':- _1 ， . ..';， 冒

宮
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v
Q
汁
酔
よ
り
。

郎
も
未
開
の
時
代
に
於
て
拡
、
人
類
以
殆
ん
ど
人
カ
を
周
ゐ
ポ
ノ
し
て
食
物
密
産
す
る

9 

赴
合
間
と
敏
郎
脳
及
天
然

ニ
四
五



、

1

白

，
 

、

，

i
、

e-b 

10 

散

命

日

と

境

逃

及

天

然

地
に
の
み
'
棲
息
す
る
を
得
、
北
れ
ど
港
、
農
業
の
設
建
に
従
ぴ
共
土
地
の
産
物
を
幾
克
し
、
是
れ
を

需
要
地
仁
迷
誌
や
ノ
る
に
護
る
。

一
一
回
大

未
聞
の
時
に
於
て
人
類
に
容
を
及
ぽ
せ
る
風
カ
電
気
力
の
如

き
も
、
之
れ
を
舶
舶
を
ふ
北
ら
ず
に
用
ぴ
、
或
は
機
械
を
窓
際
ず
る
仁
使
用
す
る
に
至
る
。

如
く
天
然
は
殆
ん
ど
英
一
戒
態
を
改
め
グ
る
に
反
し
、
人
綴
は
泣
れ
を
利
用
し
て
非
常
な
る
波
艇

を
な
せ
る
な
I

り。

期

の

‘'、..一 司.、-..宮町司』‘初日-.喝事λ~.
l 、

長
大
る
民
主
y

り
し
な
L
ツ。

郎
も
昔
日
に
於
て
は
寓
有
の
奴
隷

t
b
'
し
人
類
炉
、
今
日
に
於
て
は
寓
物
の

焼
く
人
類
の
設
建
せ
る
は
其
相
官
カ
の
務
山
速
に
依
れ
る
な
I

り。

煙
械

よ

b
論
ホ
ノ
れ
ば
野
幾
人
は
、
却
っ
て
究
明
人
に
勝
る
所
な
を
に
し
が
も
非
木
ヘ
機
械
の
夜
明
は
腕
カ

を
要
す
る
山
梨
、
未
開
時
代
に
於
一
け
る
が
如
く
大
な
ら
念
る
に
歪
れ
る
bv-
以
て
、
火
明
人
の
憾
・
刀
は

退
歩
甘
か
〕
る
も
、
廷
に
滋
歩
せ
診
る
な
F
9
0
2

米
関
人
と
究
明
人
と
の
身
般
の
械
設
を
比
較
る
ず

に
、
其
最
も
著
し
を
差
別
は
脳
の
内
部
の
構
造
に
在

b
と
す
。

之
れ
に
反
し
高
等
動
物
と
下
等

麗

動
物
之
の
身
般
の
構
造
の
差
異
は
筋
肉
及
び
骨
質
の
外
形
的
組
織
仁
在
F

り
と
す
。

天
然
は
直
接
に
身
憾
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
叉
身
慣
を
介
し
て
間
援
に
必
意
仁
影
響
を
及
ぼ
す

J

も
の
な
る
が
、
文
明
の
接
龍
之
共
に
業
影
響
益
々
簿
溺
な
ち
ん
と
す
る
傾
向
あ
る
は
統
に
泌
ペ

党
る
一
が
如
し
、
然
れ
ど
が
も
天
然
の
支
配
を
菟
る
L
B

仁
従
び
、
人
類
は
遺
体
の
勢
力
に
服
ず
る
も
の

官
同
韓
日
日
仏
関

、見、a

k
 

l
‘
 

習
慣

a
・・，一

i
‘
 

a-a
、γーt

 

r
h
!
 

長
V
B
d
Ai

 

山
芭
ah

じ
し
て
、
人
生
の
成
敗
は
或
る
純
国
内
仁
於
て
は
遺
侍
仁
依
I

り
て
決
定
す
。
此
遺
体
な
る
も
の

は
共
本
質
天
然
の
影
響
と
相
反
す
る
も
の
に
非
歩
し
て
、
組
先
仁
及
ぼ
一
せ
る
天
然
の
反
響
の
結

県
に
外
な
ら
み
少
。

遺
体
の
原
凶
允
る
や
、
五
日
人
の
観
察
の
及
ば
な
る
所
に
在

bo

よ
I

り
子
に
如
何
仁
し
て
俸
は
る
恐
の
な
る
や
、
尖
母
の
性
質
が
如
何
に
し
て
子
の
性
質
内
じ
於

訟
で
苦
安
、
玄
え

』

E
V
沌
司
r
H

主
ふ
N
dノ

て
混
合
し
得
べ
を
も
の
な
る
や
、
叉
人
銭
的
じ
あ
る
性
質
を
遺
体
し
得
ぺ
き
唱
の
な
る
や
等
の

故
ぶ
遺
体
問
題
を
論
安
る
に
蛍
つ
て
は
長
・
に
大
憾

問
題
以
人
智
の
未
だ
及
ば
診
る
所
な
よ
り
。

の
傾
向
に
就
て
論
下
る
に
止
ま
l，r
、
特
殊
の
問
題
に
は
鳴
を
容
る
べ
わ
ら
安
。

ば
、
強
祉
な
る
尖
母
に
は
間
以
祉
な
る
子
あ
よ
り
、
薄
弱
な
る
泣
υ
の
に
は
薄
弱
な
る
子
あ
1

り。

大
髄
よ
J

り
一
五
へ

叉
道
徳

上
よ
ム
ツ
論
、
J
F
る
も
、
尖
母
の
性
行
を
子
孫
仁
遺
体
す
る
は
勿
論
な
れ
ば
、
数
十
代
の
問
、
間
断
な
く

遺
体
作
用
を
一
反
覆
す
れ
ば
、
遺
体
の
人
類
に
及
、
ほ
ず
結
果
叉
大
な
ら
ぎ
る
べ
か
ら
歩
。
成
績
の

性
質
は
果
し
て
遺
体
に
依
る
わ
、
路
大
外
界
の
境
遇
に
依
ゐ
が
を
識
別
す
る
事
能
は
か
」
る
場
合

多
し
。

特
に

vω
滋
の
特
性
仁
於
〈
然
I

り
と
す
。
今
設
に
一
大
議
家
ゐ
'
り
と
せ
ん
に
、
若
し
彼
れ

仁
幼
年
時
代
よ
か
彫
刻
家
大
る
の
数
百
を
受
け
一
大
ら
ん
に
は
、
彫
刻
家
と
し
く
毛
亦
頭
角
出
現

叶
い
す
の
人
物
と
な

b
k
る
や
弘
知
る
べ

h
v
t

ら
ポ
ノ
。
故
に
且
ぬ
れ
を
概
言
す
れ
ば
J
X
患
の
才
能
は

11 

社

合

E
滋

逃

及

天

然

日
一
回
目
指



祉
曾
ハ
之
・
境
遇
及
天
然

一
周
凡

21 

遺
体
に
基
き
、
英
の
天
賦
の
才
を
後
背
ず
る
告
の
は
外
部
の
境
遇
に
在
1

り
と
す

Q

人
の
生
る

h

や
、
遺
体
に
依
よ
り
て
淵
先
よ

b
享
け
文
る
身
髄
及
必
意
の
悦
質
を
以
て
基
礎
と

な
せ
ど
母
、
共
天
棄
の
材
能
を
夜
育
ず
る
に
蛍
つ
て
は
、
土
地
風
土
食
物
等
仁
依
よ
り
て
偉
大
な
る

影
響
を
蒙
…
る
も
の
・
な
λ
ッ。

土
地
の
平
原
な
る
と
、
山
岳
な
る
と
、
清
地
な
b
I
F
-
-
¥
盟
、
氏
な
る
と
、
内
地

な
る
之
、
海
遊
な
る
と
に
依
I

り
て
生
活
紙
態
を
異
に
す
。

議
候
に
於
て
述
、
議
妙
な
る
と
、
熱
帯
な

ー←ー

る
と
、
乾
燥
な
る
之
、
潟
地
な
る
と
ぷ
依

b
究
明
の
議
遼
を
誌
に
す
。

究
明
の
起
源
は
必

A

梁
な
る

食
物
を
慨
が
に
産
ナ
る
地
方
仁
非
ぎ
れ
ば
褒
…
生
ず
る
事
能
は
な
れ
ど
号
、
…
且
究
化
部
抗
日
仰
の
治

ょ
に
在
る
や
、
一
六
…
然
の
供
給
盟
宮
皮
仁
川
mh
ぎ、

必
身
を
越
度
に
刺
戟
せ
な
る
熱
帯
地
方
に
於
て

拡
、
高
ぬ
仰
な
る
究
明
を
見
る
能
は
ヂ
。

印
皮
及
挟
及
が
古
代
仁
於
て
蛍
時
の
先
海
閥
、
北
F
9
し
号
、

一
定
の
限
皮
に
建
し
北
る
後
は
、
克
仁
議
議
を
見

S
Fり
し
は
、
蓋
し
此
迎
に
外
な
ら
歩
。
之
れ
に

反
し
擦
帯
地
方
仁
於
て
肱
、
日
常
生
活
の
矯
め
に
会
カ
を
訟
が
な
る
べ
か
ら
が
る
が
故
仁
、
生
活

欽
践
を
向
上
せ
し
む
る
の
鈴
一
腕
な
し
、
故
に
傍
せ
歩
し
て
天
然
よ
よ
り
盟
か
に
衣
食
住
の
供
給
を

受
る
が
故
仁
、
努
力
し
て
我
が
能
力
を
接
民
せ
し
ひ
る
の
刺
戟
の
存
在
せ
カ
パ
」
る
所
、
及
び
生
活
の

持
め
間
断
な
く
努
力
と
思
総
と
を
奪
は
る

h

所
仁
於
て
は
人
交
の
接
燥
を
見
る
能
は
ポ
)
抑
制
帯

高
_-ミ止“'-:'{ _-fそ ーへホ

地
方
に
於
て
、
感
術
の
進
歩
ピ
見
、
産
業
の
振
興
を
は
ル
る
は
此
理
に
外
な
ら
み
yo

議
し
滋
椴
に
於

て
は
、
熱
帯
に
於
け
る
が
如
く
、
持
働
せ
ホ
ノ
し
て
牧
獲
を
得
る
が
如
を
は
望
む
べ
か
ら
な
れ
ど
倍
、

遜
宜
の
労
働
に
依
t
リ
て
報
酬
を
得
、
且
つ
前
途
に
使
用
す
る
の
目
的
を
以
て
貯
昔
ず
る
の
精
紳

を
奨
附
糊
す
れ
ば
な
J
9
0

地
勢
と
枇
舎
と
の
問
に
寝
接
な
る
謝
係
あ
る
は
否
定
す
べ
か
ら

S
る
事
変
に
し
〈
、
人
口
の

崎
明
加
と
究
明
の
怒
歩
と
共
仁
一
問
者
の
閥
係
盆
々
密
接
な
る
に
去
る
。

地
勢
の
経
蹴
胴
上
及
交
通

上
に
影
響
を
及
ぽ
ず
は
多
言
を
要
せ
?
と
雄
号
、
命
一
二
三
の
例
経
を
引
用
せ
ん
仁
、
古
代
按
及
の

隆
盛
な
F

り
し
は
、
単
に
ナ
イ
ル
河
の
思
禅
の
み
に
非
歩
し
て
、
地
勢
上
三
大
陸
の
中
必
に
位
し
北

る
結
果
な

b
と
ナ
。
異
な
る
民
族
に
按
鰯
し
得
る
の
便
宜
を
有
す
る
地
方
は
、
他
闘
の
究
明
を

輸
入
し
、
且
つ
自
己
の
究
明
を
他
闘
に
俸
搭
ず
る
の
便
宜
を
有
ず
る
も
の
な

b
。

叉
舟
輔
の
侠

あ
る
大
河
、
若
し
く
は
航
海
に
便
宜
な
る
海
洋
を
有
す
る
地
方
は
進
歩
後
建
し
易
し
。

イ
ニ
ジ
ヤ
閥
人
は
航
海
術
に
長

b
b
ι

る
は
共
闘
の
天
然
の
位
置
を
利
用
し
柁
る
に
外
な
ら
歩
。

亜
非
利
加
の
西
海
岸
に
古
来
海
運
の
聞
け
合
る
は
、
浴
跨
少
な
く
、
風
波
荒
ぎ
に
依
ら
安
ん
ば
非

昔

グ

リ

1
キ
、
ロ
ー
マ
の
、
天
下
を
統
一
せ
る
所
以
及
び
今
日
英
閥
の
海
上
に
務
食
る
所
以

北
日
時
プ

l3 

歩。

以
一

、

.，
 

一
枇
命
日
と
境
遇
及
天
然

}一朗九



・、 1

E 

経

曾

ξ

境

遇

及

天

然

二
五
O

1-& 

は
、
皆
之
れ
天
然
の
地
勢
を
能
く
利
用
せ
る
に
よ
る
な
L
リ。

是
れ
を
総
括
す
る
に
、
壮
一
舎
は
天
然
に
依
頼
し
、
之
に
依
t
り
て
制
限
を
哀
れ
ど
昔
、
叉
…
方
に
於

て
は
、
一
枇
舎
は
智
カ
を
以
て
、
天
然
を
征
服
し
之
れ
を
伎
役
ナ
。
人
類
の
数
歩
は
天
然
を
人
類
の

邸
中
b

枇
舎
の
安
寧
幸
一
臓
の
鴻
め
に
天
然
カ
を
利
用
す
る
に
在
'hjo

支

配

の

下

仁

置

く

に

在
i
リ。

斯
く
し
て
利
用
せ
ら
れ
化
る
天
然
拡
、
人
類
の
思
想
を
接
表
す
る
の
機
閥
、
文
る
な

60
下
回
府
の

究
明
仁
於
て
は
、
人
必
は
天
然
を
模
倣
し
、
英
反
応
を
受
く
る
に
混
ざ
グ
れ
ど
号
、
文
明
の
匙
歩
と

共

に

天

然

は

却

っ

て

人

必

よ
1

9

反

響

を

受

く

る

に

至

る

な
1

り。

(的事
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上

線、

介

4怠

輝

阿

部

秀

助

...耳
電量駅蝿

上
総
介
息
舗
は
徳
川
家
康
の
第
六
男
(
一
)
母
は
茶
阿
局
と
て
、
英
初
め
惑
州
金
谷
の
践
し
念
者

の
妻
な
よ
り
し
が
、
容
姿
麗
は
し
か
1

り
し
を
以
.
て
、
鹿
の
代
官
が
無
織
の
総
慕
仁
逢
仏
、
剰
一
つ

3
ヘ
犬

を

殺

3
る
1
3

ド
ド
査
よ
り
し
か
ば
三
歳
の
幼
女
乞
抱
き
て
績
松
城
に
訴
ヘ
ぬ
、
家
康
之
れ
を
留
め
て
、

自
己
の
召
伎
と
な
し
、
や
が
て
其
腹
広
宿

b
し

も

の

は

依

忠

輝

な
y
り
を
、
(
二
)
生
れ
し
際
色
を
は
め

て
巣
く
、
皆
丸
、
か

3
ま
に
裂
け
て
(
戒
は
孤
眼
と
電
一
石
ふ
)
い
と
醜

h
v
b
し

か

ば

家

族

之

れ

を

倫

み

て
、
自
己
の
一
子
じ
み
ら
歩
と
な
し
捨
て
ん
と
せ
し
を
皆
川
波
照
名
ふ
〈
義
ぴ
辰
千
代
と
お
け
ぬ

(
一
一
一
)
、
忠
輝
レ
心
歳
の
持
、
家
康
之
れ
を
見
て
、
が
そ
ろ
し
を
面
魂
か
な
、
三
郎
(
岡
崎
一
三
郎
信
康
)
が
幼
か
I

り

し
時
一
に
、
議
ふ
所
な
か
よ
り
け

b
E
一
五
し
と
わ
や
、
行
末
彼
が
悲
劇
の
混
入
符
は
ぼ
や
此
の
話
中
仁
あ

15 

f
9
0
(

鴎
)

上

総

介
n

思

郷

}
近
日

』
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